
 

 

 

 

親愛なる姉妹の皆さま  

私たちは「ロザリオの月」と呼ばれる１０月を迎え、私たちの母、ロ

ザリオの聖母の祭日を祝います。 ロザリオの祈りを唱える以上に、聖

母を称えるためのより良い方法があるでしょうか。彼女自身が「ロザリ

オを手に」している姿が度々見られます。ロザリオの祈りはマリアに対

する信心深さの現れであるように思われるかもしれませんが、（もちろんその意味もあります）。

それにもかかわらず、その基盤はキリスト論的であり、主人公は聖母マリアの息子であるイエ

ス・キリストです。そして、彼女はそのことを喜んでいます。 

確かに、ロザリオの各々の奥義はマリアの視線から見たイエスの人生の象徴的な瞬間の「写真」

のようなものです。その祭日の福音書（ルカ 1、26-38）において、私たちは大天使聖ガブリエル

の聖母への受胎告知の神秘を観想します。メッセンジャーとメアリーの間の対話は非常に重要で

す。彼女のはいにおける重要性は、「お言葉どおり、この身になりますように。」です。神の子

の受肉が救いの約束の成就の始まりを示しているので重要です。主人公は彼女の胎内に受肉した

イエスです。つまりマリアは道具として機能しています。 

ロザリオの祈りは主のみ顔の観想へと私たちを導く、シンプルで深遠な祈りです。マリアのみ

手から御子に向かって行きます。ロザリオの各々の奥義を観想する中で、私たちはマリアから学

び、キリストのみ顔の美しさを観想し、福音のメッセージ全体の深さを体験することができます。

ロザリオは福音の源から直接栄養を与えられているので、福音的価値観の同化を促進します。 

正当な理由によって、教皇聖パウロ六世はロザリオについてそれが福音の要約であると言われ

ました。 しかしながら、観想することがなければ、それは魂のない身体であり、その祈りは機械

的な繰り返しになる危険があります。ロザリオは、マリアの心を通して見られる主の神秘につい

ての黙想を容易にする、ゆっくりとした、内省、そして注意深い祈りを求められます。 

姉妹の皆さま、ロザリオの聖母である私たちの母が、私たちの一致とキリストとの交わりを強

化するよう助けてくださいますように。 

¡ ロザリオの聖母の祭日おめでとうございます ! 

       姉妹的抱擁と祈りを添えて, 

 

       Sor Mª Asunción González, O.P. 

            総長 


